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本
県
に
あ
る
細
川
家
の
水
前
寺
成じ

ょ
う
じ
ゅ
え
ん

趣
園
や
鹿

児
島
県
に
あ
る
島
津
家
の
仙せ

ん
が
ん
え
ん

巌
園
な
ど
、
多

く
の
大
名
庭
園
に
採
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。四
季
折
々
の
変
化
を
楽
し
め
る
よ
う
に
、

サ
ク
ラ
や
モ
ミ
ジ
な
ど
の
樹
木
や
シ
ョ
ウ
ブ

な
ど
の
植
物
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

西
洋
館
や
松
濤
園
が
造
営

そ
し
て
国
指
定
名
勝
へ

川
藩
最
後
の
12
代
藩
主
で
、
立
花

家
13
代
当
主
の
鑑あ

き
と
も寛
は
、
明
治
４

（
１
８
７
１
）
年
の
廃
藩
置
県
以

降
、
東
京
の
旧
上
屋
敷
で
暮
ら
し
て
い
ま
し

た
が
、
隠
居
す
る
と
明
治
11
年
に
柳
川
に
移

り
住
み
ま
す
。
鑑
寛
は
、
御
花
畠
で
暮
ら
す

に
当
た
っ
て
、
敷
地
内
に
「
御ご

い
ん
て
い

隠
邸
」「
御ご

本ほ
ん
て
い邸
」
の
他
、
能
舞
台
な
ど
を
造
り
ま
し
た
。

　

鑑
寛
の
後
を
継
い
だ
14
代
当
主
寛と

も
は
る治
が
、

明
治
22
年
、柳
川
に
帰
郷
。屋
敷
の
修
理
や「
御

宝
蔵
」
の
再
建
、
明
治
36
年
に
御
隠
邸
の
移

築
、翌
37
年
に「
御ご

ぶ
つ
で
ん

佛
殿
」を
建
設
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
寛
治
は
明
治
43
年
に
、
接
客
の
た

め
の
「
西
洋
館
」「
大
広
間
」
や
、
家
族
が

暮
ら
す「
御
居
間
」、御
花
を
取
り
仕
切
る「
家

政
局
」
な
ど
の
屋
敷
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
大
広
間
に
面
し
た
、
ク
ロ
マ
ツ
で

池
の
周
り
を
囲
む
華
や
か
な
「
松
濤
園
」
も

こ
の
こ
ろ
に
造
営
。
現
在
の
御
花
の
原
型
が

で
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
昭
和
53
年
に
、
西
洋
館
や
大
広

間
、
松
濤
園
な
ど
が
国
の
名
勝
に
指
定
。
平

成
23
年
に
追
加
指
定
を
受
け
て
、
御
花
の
敷

地
す
べ
て
が
国
指
定
名
勝
と
な
り
ま
し
た
。

御
花
と
柳
川
の
あ
ゆ
み

歴
史
か
ん
た
ん
年
表

柳
川
市
、
大
和
町
、
三
橋
町

が
合
併
、
新
柳
川
市
誕
生

２
０
０
５

〈
西
暦
〉

〈
主
な
出
来
事
〉

立
花
宗
茂
（
高
橋
紹じ

ょ
う
う
ん運

の

子
、
幼
名
千
熊
丸
）
誕
生

１
５
６
７

宗
茂
、
豊
臣
秀
吉
よ
り
筑

後
３
郡
を
与
え
ら
れ
る

１
５
８
７

関
ヶ
原
の
戦
い
で
西
軍
敗

北
。
宗
茂
、
柳
川
城
開
城

１
６
０
０

田
中
吉
政
、
筑
後
国
主
と

な
り
柳
川
城
へ
入
城

１
６
０
１

田
中
吉
政
、
伏
見
で
死
去
。

四
男
の
忠
政
が
後
を
継
ぐ

１
６
０
９

忠
政
死
去
。
田
中
家
断
絶

１
６
２
０

宗
茂
、
陸
奥
棚
倉
か
ら
筑

後
柳
川
へ
。
柳
川
城
入
城

１
６
２
１

宗
茂
の
正
室
誾
千
代
、
肥

後
玉
名
郡
腹
赤
村
で
死
去

１
６
０
２

立
花
忠
茂
が
２
代
藩
主
に

１
６
３
８

宗
茂
、
江
戸
で
死
去
、
76
歳

１
６
４
２

立
花
鑑
虎
が
３
代
藩
主
に

１
６
６
４

立
花
鑑あ

き
た
か任
が
４
代
藩
主
に

１
６
９
６

戸べ

っ

き次
道
雪
が
７
歳
の
娘
、

誾ぎ
ん

千
代
に
家
督
を
譲
る

１
５
７
５

立
花
貞
俶
が
５
代
藩
主
に

１
７
２
１

御
花
畠
が
完
成

１
７
３
８

立
花
貞
則
が
６
代
藩
主
に

１
７
４
４

昭
代
町
と
蒲
池
村
が
柳
川

市
に
編
入

１
９
５
５

柳
川
市
が
市
制
、
大
和
町

と
三
橋
町
が
町
制
施
行

１
９
５
２

１
町
５
村
が
合
併
し
て
柳

川
町
に

１
９
５
１

浜
武
村
と
久
間
田
村
が
合

併
し
て
昭
代
町
に

１
９
３
７

御
花
の
西
洋
館
、
大
広
間
、

松
濤
園
な
ど
が
完
成

１
９
１
０

明
治
元
年

１
８
６
８

廃
藩
置
県

１
８
７
１

３
村
合
併
し
て
大
和
村
、

４
村
合
併
し
て
三
橋
村
に

１
９
０
７

松
濤
園
が
国
の
名
勝
に
指
定

（
戸
島
氏
庭
園
も
名
勝
指
定
）

１
９
７
８

追
加
指
定
で
松
濤
園
が
立

花
氏
庭
園
に
名
称
変
更

２
０
１
１

～～

柳

1御花畠庭園図 （江戸時代中期）/ 2竣工当時の西洋館（明治 42 年） / 
3 14 代当主立花寛治肖像 / 4完成当初の松濤園と大広間、御居間（明治
末期） / 5現在の松濤園と大広間、御居間　※1～4は立花家史料館提供
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国
指
定
名
勝
＝
文
化
財
保
護
法
で
、
国
が
指
定
し
た
文
化
財
の
種
類
の
一
つ
。
公
園
や
庭
園
、
湖
沼
、

火
山
な
ど
、
国
土
美
と
し
て
欠
く
こ
と
が
で
き
ず
、
名
所
、
学
術
、
芸
術
と
し
て
価
値
が
高
い
も
の

特集・柳川の御花

戸
時
代
に
柳
川
藩
主
で
あ
っ
た

立
花
家
の
歴
史
を
伝
え
る
貴
重

な
文
化
財
と
し
て
、
国
の
名
勝

指
定
を
受
け
て
い
る「
立
花
氏
庭
園
」。現
在
、

明
治
末
期
に
建
設
さ
れ
た
西
洋
館
や
門
番
詰

所
な
ど
劣
化
が
激
し
い
部
分
の
補
修
を
、
国

と
県
、
市
、
御
花
が
協
力
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
柳
川
の
重
要
な
観
光
資
源
の
１
つ
で
あ

る
御
花
の
歴
史
と
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

藩
主
の
子
ど
も
や
側
室
が
住
み

大
名
庭
園
を
持
つ
「
御
花
畠
」

花
と
い
う
名
前
は
、
江
戸
時
代
の

元
文
３
（
１
７
３
８
）
年
、
５
代

藩
主
貞さ

だ
よ
し俶
に
よ
っ
て
整
え
ら
れ

た
「
御お

は
な
ば
た
け

花
畠
（
畑
）」
と
い
う
屋
敷
の
呼
び

名
が
元
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

貞
俶
の
子
ど
も
や
側
室
、
女
中
な
ど
が
暮

ら
す
生
活
の
場
、
い
わ
ゆ
る
「
奥
」
は
、
も

と
も
と
享
保
７
（
１
７
２
２
）
年
に
柳
川
城

内
に
建
設
さ
れ
た
二
ノ
丸
御
殿
で
し
た
。

　

し
か
し
、
子
ど
も
が
多
く
生
ま
れ
、「
奥
」

で
暮
ら
す
人
数
が
増
え
た
の
で
、
二
ノ
丸
御

殿
で
暮
ら
す
に
は
狭
く
な
り
、
貞
俶
は
城
の

南
西
の
隅
に
「
奥
」
の
屋
敷
を
移
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
以
降
、
御
花
畠
は
、
参
勤
交
代
で
江

戸
と
柳
川
を
行
き
来
す
る
藩
主
が
、
国
元
で

く
つ
ろ
ぐ
私
的
な
場
所
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
御
花
畠
に
は
庭
園
も
造
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
現
在
残
る
松し

ょ
う
と
う
え
ん

濤
園
の
東
側
に
、
当

時
の
庭
園
の
面
影
が
残
っ
て
い
ま
す
。
御
花

畠
庭
園
の
様
式
は
、
大
き
な
池
の
周
り
を
巡

り
な
が
ら
鑑
賞
し
て
歩
く
回
遊
式
庭
園
。
熊
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職
人
の
手
仕
事
が
残
る

西
洋
館
な
ど
を
３
年
で
修
理

治
43
（
１
９
１
０
）
年
９
月
に

完
成
し
た
西
洋
館
は
、
今
年
で

１
０
３
年
が
経
過
。
御
花
を
訪

れ
る
人
が
ま
ず
目
に
す
る
白
い
２
階
建
て
の

洋
館
で
す
。
14
代
当
主
の
立
花
寛
治
が
来
客

を
も
て
な
す
た
め
に
と
、
明
治
40
年
に
工
事

が
開
始
。
建
物
の
設
計
は
、
福
岡
県
技ぎ

て手
の

西
原
吉き

ち
じ
ろ
う

治
郎
が
行
っ
て
い
ま
す
。
棟と

う
り
ょ
う梁
は
博

多
の
讃さ

ぬ

い井
傳で

ん
き
ち吉
が
、
内
装
や
家
具
な
ど
の
調

度
品
は
株
式
会
社
三
越
呉
服
店
（
現
・
株
式

会
社
三
越
伊
勢
丹
）
が
務
め
、
古
く
か
ら
立

花
家
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
職
人
も
工
事

に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
西
洋
館
や
同
じ
時
期
に
建
て
ら
れ

た
門
番
詰
所
な
ど
が
長
年
の
風
雨
に
さ
ら
さ

れ
て
劣
化
し
て
い
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
３

年
か
け
て
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
今
年
度

の
補
修
工
事
は
10
月
31
日
ま
で
。

　

西
洋
館
で
は
、
外
壁
の
ペ
ン
キ
の
塗
り
替

え
や
、
窓
ガ
ラ
ス
を
押
さ
え
る
漆し

っ
く
い喰
が
劣
化

し
て
い
る
窓
の
修
理
の
他
、
西
洋
館
の
屋
根

の
銅
板
の
交
換
や
雨
ど
い
の
修
理
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
門
番
詰
所
は
、
ド
ー
ム
屋
根
の
飾

り
が
８
月
に
折
れ
た
た
め
、
雨
水
が
入
っ
て

木
材
が
腐
ら
な
い
よ
う
に
、
屋
根
の
補
修
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

大
広
間
の
西
側
部
分
に
あ
る
屋
根
の
一
部

も
、
深
刻
な
雨
漏
り
を
し
て
い
た
た
め
、
銅

板
や
木
材
の
補
修
を
行
い
ま
す
。　
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庭
園
以
外
に
国
宝
の
短
刀
な

ど
貴
重
な
文
化
財
が
保
存

川
に
は
国
が
指
定
す
る
文
化
財

が
９
つ
あ
り
、
そ
の
う
ち
３
つ

が
御
花
に
あ
り
ま
す
。
１
つ
は

名
勝
の
立
花
氏
庭
園
で
す
が
、「
短
刀 

銘め
い 

吉よ
し
み
つ光

」
が
国
宝
に
、「
剣 

銘 

長な
が
み
つ光

」
が
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
宝
の
短
刀
は
、
山や

ま
し
ろ
の
く
に

城
国
（
京
都
）
の
刀

工
で
あ
る
吉
光
の
作
。
立
花
家
の
先
祖
が

足あ
し
か
が利
尊た

か
う
じ氏
か
ら
頂
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
７
０
０
年
以
上
経
て
も
輝
き
は
変
わ

ら
ず
、
格
調
高
く
力
強
い
名
刀
で
す
。

　

ま
た
、重
要
文
化
財
の
剣
は
備び

ぜ
ん
の
く
に

前
国（
岡
山
）

の
名
工
、
長
光
の
作
。
こ
の
剣
は
初
代
柳
川

藩
主
、
立
花
宗
茂
秘
蔵
の
も
の
と
し
て
大
切

に
さ
れ
、
宗
茂
が
戸べ

っ

き次
道ど

う
せ
つ雪
の
も
と
に
養
子

に
行
く
日
、実
の
父
親
の
高
橋
紹
運
か
ら
「
万

が
一
、
敵
味
方
と
な
っ
た
場
合
、
先
頭
と
な
っ

て
自
分
を
討
て
、
さ
も
な
く
ば
潔
く
こ
の
剣

で
自
害
せ
よ
」
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
手
渡

さ
れ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　

他
に
も
、
宗
茂
の
甲か

っ
ち
ゅ
う冑
や
茶
壺
な
ど
の
茶

道
具
、
立
花
家
へ
嫁
い
だ
姫
君
の
嫁
入
り
道

具
な
ど
、
大
名
家
な
ら
で
は
の
貴
重
な
武
具

や
調
度
品
が
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
市
生
涯
学
習
課
文
化
係

（
☎
77
・
８
８
３
２
）、
立
花
家
史
料
館
（
☎

73
・
２
１
８
９
）
ま
で
。

　

御
花
の
西
洋
館
は
、
全
国
に
あ
る

明
治
期
の
有
名
な
洋
館
と
比
べ
て
も

見
劣
り
し
ま
せ
ん
。
筑
後
地
域
で
、

ま
ず
こ
の
西
洋
館
に
匹
敵
す
る
格
式

高
い
洋
館
は
な
い
と
言
っ
て
い
い
で

し
ょ
う
。
設
計
者
の
西
原
吉
治
郎
は

福
岡
県
の
技
術
者
で
す
が
、
明
治
時

代
に
お
け
る
地
方
の
技
術
者
の
レ
ベ

ル
が
高
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

そ
の
西
原
は
、
西
洋
館
の
外
観
を

正
面
か
ら
見
て
左
右
対
称
に
し
て
い

ま
す
。
通
常
は
中
も
左
右
対
称
な
洋

館
が
多
い
の
で
す
が
、
西
洋
館
は
1

階
中
央
に
主
階
段
が
な
く
左
右
対
称

で
な
い
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
は
西
洋
館
の
特
徴
の
一
つ
で
す
ね
。

　

ま
た
、
大
名
家
の
明
治
期
の
住
宅

で
は
、
来
客
用
の
建
物
し
か
残
っ
て

い
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
中
で
、
御
花

は
当
主
の
居
間
や
家
政
局
な
ど
生
活

を
感
じ
さ
せ
る
建
物
も
残
っ
て
い
ま

す
。
他
に
は
な
い
雰
囲
気
を
ぜ
ひ
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
に
通
用
す
る
西
洋
館

御
花
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で

名勝立花氏庭園整備委員会

松岡 高
た か ひ ろ

弘 委員長

（有明工業高等専門学校教授）

立花家 17 代当主

立花 宗
む ね あ き

鑑 さん
（立花家史料館館長）

　私が子どものころ、すぐそばの掘割で泳いだり、
網や仕掛けでウナギなどの魚を捕まえたり、ドン
コ舟に乗ってさおをさしたりして元気に遊んだの
を思い出します。関東などから来るお客様は、今
も大切に掘割が残っていることをとても喜ばれま
す。これは柳川が誇るブランドであり、これから
も大切にしていきたいところです。
　立花家に残る文化財は、武具や茶道具、古文書
などたくさんの種類があります。それらが 1か所
にこれほど多く残っていることは、全国的に見て
も少ない。国宝や重要文化財の刀剣もそうですが、
藩主代々の甲冑がそろっているのはとても珍しく、
戦国時代と江戸時代のデザインの変化を感じるこ
とができます。柳川の歴史、文化を、この立花家
史料館でぜひ味わってもらいたいですね。

柳川の歴史と文化を
史料館で味わって

明柳

1明治 40 年の西洋館基礎工事の様子（立花
家史料館提供）/ 2明治 43 年ごろの西洋館
2階の様子。自家発電所があり、輸入品のシャ
ンデリアや電気器具を使っていた（立花家史
料館提供）/ 3西洋館 2 階の屋根の古い銅板
や腐った木材を新しく補修した / 4門番詰所
のドーム屋根の補修個所 / 5西洋館のはげた
ペンキを取って新しくペンキを塗っていく / 
6ガラスを押さえる漆喰が取れかかった窓ガ
ラス。今回の工事で窓ガラスも補修
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